「マッくんとプーちゃんの夢の町三丁目」
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①　みんな，元気？今日は「夢の町三丁目」のお話だよ。

レッサーパンダのマッくんは小学二年生，プーちゃんは小学一年生です。

マッくんとプーちゃんの家は，「夢の町三丁目」にあります。

きのこのような家が見えますね。

学校や幼稚園，消防署や病院，公園や小さなお店もあるんです。

さあ，「夢の町三丁目」に朝がやってきました。

マッくん，プーちゃんは何をしているのかな？

そうっとのぞいてみましょうね。

2 マッくん，プーちゃんのお父さんがゆっくり新聞を読んでいます。

お母さんの料理はとってもおいしいので，みんな元気一杯！

おじいちゃんはみんなからジージと呼ばれています。

マッくん･･･「ごちそうさま！おーいプーちゃん，早くしないと学校におくれるよ。」

マッくんがランドセルを背負いながらいいました。

プーちゃん･･･「わたし，もうお支度すんでるよ。さっきからお兄ちゃん待ってたもん，

ねえ，お母さん。」プーちゃんはお母さんを見ました。

お母さん･･･「そうよね，プーちゃん，待っていたものね。２人とも忘れ物なーい？

気をつけて行ってらっしゃい。」

お父さんも新聞から目を離して，

お父さん･･･「マッくん，プーちゃん，いってらっしゃい。」と声をかけました。

マッくん・プーちゃん･･･「はーい，行ってきます！ジージ，行ってきま～す！」

ジージ･･･「はい，行っておいで」

ジージは，椅子を揺らしながらニコニコと手を振りました。

3 朝の「夢の町三丁目」の通りは，にぎやかですよ。

学校へ行く人，会社へ行く人，

お家の前を掃除しながらみんなに声をかけてくれる人，

夢の駅の駅前交番からは，おまわりの「ホイ」さんが

みんなの安全を守るためにきてくれます。

マッくん･･･「あっ！ホイおまわりさんだ。おはようございます！」

プーちゃん･･･「ホイおまわりさん，おはようございます！」

ともだち･･･「おはようございま～す！」

ホイ･･･「はい，みんなおはよう！元気がいいね。気をつけて行くんだよ，

知らない人にはついて行かないようにね。」

子ども達/･･･「はーい。」

ホイおまわりさんは目を細めて子どもたちを見送っていました。

と，その時です！

4 ピッ・ピッ・ピッ・ピッ！

ホイおまわりさんの無線に事件の知らせが入りました。

小学３年生の「シャイ」君がいなくなったのです。

「夢の町三丁目」のみんなは大騒ぎ。

みんなあっちこっちを探しました。

池に落ちたのかしら？誰かに連れて行かれたのかしら？

みんなの心がキューンとなります。

しばらくして，近所の人が土手の草むらの中に隠れているシャイ君を見つけたと聞いて，

みんなはホッとしました。

5 シャイ君に，いったい何があったのでしょうか？

ホイおまわりさんは，シャイ君に優しく聞いています。

ホイ･･･「シャイ君，どうしたの？何かあったの？」

シャイ･･･「僕…　学校に行く途中，近道しようと一人で公園を通っていたら，

知らないおじさんが隠れていて，連れて行かれそうになったの。

怖くて声も出なかった・・・おじさんは僕を車に乗せようとしたので，

必死で逃げてずっと隠れていたの…　本当に怖かった！」

シャイ君はそこまで話すと急に泣き出しました。

6 夕方，マッくん，プーちゃんの家では，みんながお話をしています。

お父さん･･･「なあ，母さん，もし，マッくんや，プーちゃんが，

知らない人に連れて行かれそうになったら，２人とも逃げ出すことができるかな？」

お母さん･･･「ええ，そうね。子どもたちには，大声を出したり防犯ブザーを鳴らすように教えていますけど，本当に恐ろしい目に遭ったときは，シャイ君のように何もできないかもしれませんね。心配だわ，どうしたらいいのかしら？」

ジージ･･･「そうじゃな，子どもたちには危ない場所へ行かないように教えんといかんな。子どもが危ない場所へ近寄らなければ，悪いことをする人に会うこともなかろうし，大声を出したり，防犯ブザーを使うこともいらなくなるからな。」

お母さん･･･「危ない場所って，どんな場所かしら？」

ジージ･･･「それは，悪いことをする人が，簡単に子どもに近づけて，誰からも気づかれない場所，つまり『入りやすくて見えにくい』場所なんじゃ。

たいていの事件は，この入りやすくて，見えにくい場所で起こっているんじゃよ。」

お父さん･･･「入りやすくて，見えにくい場所・・・」お父さんも真剣に考えています。

ジージは，マッくん，プーちゃんの手をしっかりとにぎりながら，

ジージ･･･「この町にも，入りやすくて，見えにくい場所は，たくさんあるはずじゃ。

子どもたちが，そんな危ない場所を知ったら，きっと近づかないだろうし，どうしても通らなければいけないときは，気をつけるだろうからな。」

お父さん･･･「ジージの言うとおりだね。なあ，みんな，こんどのお休みの日に，みんなでこの町を探検してみないかい？

危ない所を調べたり，楽しい遊び場所を見つけたりさ。」

マッくん･･･「わー，楽しそう！ぼく，探検したいよ～。」

プーちゃん･･･「私もしたいよ～。」

お母さん･･･「お父さん，それはいい考えですね。

じゃあ，おいしいお弁当を持っていきましょうね。」

ジージ　　「わしは，『秘密の棒』を作るぞ。」

みんな　　「秘密の棒？」

みなさん，ジージの『秘密の棒』ってなんでしょうね？

7 休みの日がやってきました。

今日は「夢の町三丁目探検の日」です。

マッくん，プーちゃんのおうちでは，もう仕度がすんでいるようですよ。

あれれ・・・？みんな気がついた？

マッくん，プーちゃんは，はりきって探検隊の服装で。

お母さんは，お弁当をバスケットに入れて。

ジージは背中にリュックをしょって。

それから『秘密の棒』もどうやら中に入っているようですよ。

お父さんは？・・・みんなが言いました。

みんな･･･「お父さん，なんかちがう・・・」

お父さん･･･「これでいいんだ！天気よし！準備ＯＫ！さあ，出発！」

さあ，どんな探検がはじまるのでしょう。

8 まずは，学校の近くの通学路。

マッくんとプーちゃんが毎日学校へ行くときに通ります。

通学路の横には，高い塀に囲まれた狭い横道がありました。

マッくん･･･「お母さん，僕たち学校に遅れそうになったときは，

近道してこの狭い道を通っているんだよ。」

お母さん･･･「あら，塀がとても高いわね。それにこの道は夜はとっても暗いんでしょうね。」

お父さん･･･「それに，通る人がほとんどいないね。

ここは，『入りやすくて見えにくい』場所だよ。

マッ君，プーちゃん，この道を通るときには，十分に気をつけるんだよ。」

ジージは秘密の棒を取り出し，しゃがみこんで何か調べています。

9 次に近所の公園です。

ここは，シャイ君が知らないおじさんに連れて行かれそうになった場所。

プーちゃん･･･「滑り台に，ブランコ，楽しそう。」

お父さん･･･「この公園は木や草がたくさんあって，周りから見えにくいなあ。

それに公園のトイレは，中に入ると見えない場所だぞ，マッくん，プーちゃん，

一人で入ると危ないぞ。」

お母さん･･･「公園は楽しい場所だけど，見えにくい所もたくさんあるのね。

子どもたちが遊ぶ公園も，ほんとうに危ない場所がたくさんあるんですね。」

ジージが，また秘密の棒を出しています。

みんなが聞きました。

みんな･･･「ジージ，『秘密の棒』の秘密を教えて。」

ジージ･･･「実はこの棒にはな，子どもたちの背の高さに印がついているんじゃ。

ほら，この印がマッくん，これはプーちゃんの背の高さじゃ。

大人の目の高さじゃったら気がつかんことがたくさんあるからな。」

みんなは，秘密の棒の印まで・・・しゃがんでみました。

10 なーるほど，今見えているのが，みんなの背の高さなんだ。

ジージは，秘密の棒を使って，塀の高さや，公園の周りの草の高さを調べていたのです。

ジージ･･･「大人の目の高さでは見える場所でも，

子どもの背では隠れてしまう場所はたくさんあるんじゃ。

ここの公園の周りの草も，マッくんやプーちゃんが遊ぶ姿を隠してしまっている。」

ジージはそう言って，公園の周りの草を，

棒の印のところより低くなるように刈り始めました。

お父さん･･･「なるほど，ジージは『秘密の棒』を使って，

子どもの背が隠れてしまう場所を調べていたんですね。」

11 みんなは，街には危険な場所がたくさんあることに驚きました。

また，街の中には，危険な場所だけでなく，交番や子ども110番の家など，

みんなを守ってくれる安全な場所もたくさんあることにも気がつきました。

お父さん　「さあ，マッくん，おうちに帰って

街で見つけた危険な場所と安全な場所を地図に書いてみようか。」

お父さんが言いました。

プーちゃん･･･「お父さん，今からチーズを買うの？」

プーちゃんは不思議そうに聞きました。

みんなは大笑い。

お父さんは「夢の町３丁目」の地図をプーちゃんに見せました。

お父さん･･･「プーちゃん，これが地図だよ。英語でマップというんだよ。」

マッくん･･･「あっ，マッくんとプーちゃんで，マップだ！僕たち，地図だね。お父さん。」

みんなはまた大笑いをしました。

12 あっ，そうそう，お弁当は，景色の良いところで食べました。

（わたしたちの夢の町三丁目，みーんなで大切にしなくてはね）

どこからかみんなの声が聞こえてくるようです。

⑬　「夢の町三丁目」を探検したマッくんとプーちゃんたちは

家に帰って「地域安全マップ」を作りました。

赤い印が危ない場所，青い印がみんなを守ってくれる安全な場所です。

なぜその場所が危ないのか，その理由を書き込みました。

子どもにも分かりやすいように，写真や折り紙を貼り付けたり，絵も描きました。

マッくん･･･「お父さん，街を歩いて危ない場所や安全な場所を探し，

地域安全マップに書くって，とても楽しいね。

それにどんな場所が危ないのか，よ～く分かったよ。」

プーちゃん･･･「プーも，よ～く分かったよ。」

お母さん･･･「マッくん，プーちゃん，危ない場所とは

『入りやすくて見えにくい』場所，

忘れないでね。

そして危ない場所へは，できるだけ近寄らないようにしようね。」

マッくん，プーちゃん･･･「はーい。」

みんなも危ない場所はどんな場所か分かりましたか。

『入りやすくて見えにくい』，さあみんなで一緒に言ってみようね。

『入りやすくて見えにくい』

（子どもに復唱させる）

14 域安全マップづくり，とっても楽しそうでしたね。

みんなもお家の人や近所の人と一緒に自分の街を探検して

『地域安全マップ』をつくってみてね。

「入りやすくて見えにくい」

（ゆっくり，子どもにわかりやすく語る）は

危ない場所のキーワード。

それからマッくんも，プーちゃんも，危ない場所を見分ける力がつきました。

ニ人は，危ない場所へは近寄らないし，

どうしても，そこを通らなければいけないときは，

防犯ブザーをしっかり持ち，友達や大人の人と一緒に通るように気をつけています。

あっ，それから，ジージの秘密の棒は今，

○○（みんながよく知っている人気のある有名人等を挙げる）

よりも大人気で，たくさんの人が使っているんだって。

これからも「夢の町三丁目」が素敵な町になるように，

みんなで応援してあげようね。

マッくん，プーちゃん，元気でね！さようなら！

